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労働者層の実質賃金 、一日 賃金で購入できるコメの量（コメ賃金）で測ると四～五キログラム いう、インドやバングラデシュ並みの低水準まで落ち込んだ（参考文献③） 。また市場為替レートでドル換算した賃金は、一日当たり〇 ・ 六～〇 ・ 七ドルというにわかには信じ難い低水準（イン やバングラデシュでも一～一 ・五ドル）にとどまっている（参考文献④） 。
　しかし、ではミャンマーの農業労働者が
恐るべき貧困状態 置 れているのかといえば、少なくとも外見上、そうではないいかにもからだを「酷使」してきたとわかるインドやバングラデシュの農業労働者を知る者にとっては、ミャ マーの農業労働者は、確かに資産保有という点では「赤貧
洗うが如し」という状況にはあるものの、明らかに血色がよく、健康そうである。なぜなのか。以下、ミャンマー政府の経済政策（特に農業政策）と関連させて考察してみたい。
　ミャンマーの現行政府は、 「政治」 、 「経















な」自然に恵まれ、 「副食」が少なからず、市場を通さず入手可能であるということであろう） 。それは最低辺層の農業労働者も同じであり、それがゆえに、市場為替レートで換算した際の「極貧」にもかかわらず、彼らは健康そうに見えた（実際 健康！）のではなかろうか。●「豊かな」 食生活と質素な非食生活
　表１は、ミャンマーの家計支出、特に食
料支出構造をバングラデシュと比較したも






によれば、バングラデシュの食生活はアジア域内最低の水準にある。 また、 ミャンマーはバングラデシュよりもかなり高く ベトナム、ラオス、カンボジアと似た水準にあることがわかる（参考文献④） 。冒頭に述べた一人当たり名目ＧＤＰのかなりの格差の存在にもかか らず、である。
　ミャンマーでエンゲル係数が二〇〇一年
現在でも七〇％を超えているという事実（表１）は、裏返せば、非食料支出がいかに貧困であるかを示す のでもある。それは、家庭における耐久消費財の普及率の貧困として、如実にあらわれている（参考文献④） 。すなわち、ミャンマーの一九九七年所得家計支出調査によれば、農村部での耐久消費財の普及率は、自転車五三 ・八％、ラジカセ二六 ・一％を除けば、ミシン一三 ・六％、テレビ一二 ・九％ アイロン三 ・八％、扇風機二 ・三％ 炊飯器二 ・二％、モーターバイク一 ・ 七％、冷蔵庫〇 ・ 四％などと、きわめて微々たるも である（これに対して都市部の状況は相対的によく 自転車六一 ・ 〇％、ラ 三九 ・ 九％、アイロン三七 ・ 一％、テレビ三五 ・ 八％、扇風機二八 ・九％、炊飯器二七 ・一％、ミシン二三 ・ 三％、冷蔵庫一〇 五 モーターバイク七 ・三％などとなっている） 。さらに、農村の電化率はわずか一七 ・七％（ただし、加えてバッテリー使用世帯は三二 に達す
表１　家計支出調査からみたミャンマー・バングラデシュ比較
ミャンマー バングラデシュ
1997 2001 1991-92 2000
農村 都市 農村 都市 農村 都市 農村 都市
1人1ヵ月当たり家計支出
 （kyat/taka）2,461 2,925 5,122 6,309 470 684 653 1,098
為替レート 240 kyat/$ 550 kyat/$ 38.2 taka/$ 57.4 taka/$
1人1ヵ月当たり家計支出
 （US$）10.25 12.19 9.31 11.47 12.31 17.89 11.37 19.13 
都市・農村格差 1.19 1.23 1.45 1.68 
エンゲル係数 （%） 73.6 69.2 73.8 70.4 73.4 64.1 64.6 54.2
飲食費項目の内訳 （%）
穀物 21.9 15.6 17.5 12.5 39.7 27.1 28.3 16.7
豆類 1.7 1.6 2.0 2.2 2.1 2.6 1.9 2.0
油脂 9.5 8.2 8.6 7.7 2.7 3.0 2.4 2.2
香辛料・調味料 4.3 3.6 4.2 3.1 5.2 4.6 4.8 3.9
砂糖類 2.8 1.3 0.4 0.6 1.0 1.2 0.8 0.9
魚介類 7.0 7.9 10.9 10.2 6.3 7.5 7.9 7.0
ンガピ 2.3 1.5 1.8 1.3 － － － －
肉 6.8 7.3 8.8 11.9 1.9 2.7 2.6 4.4
卵 1.3 1.5 2.2 2.6 0.8 0.7 0.8 1.1
乳・乳製品 0.3 0.7 0.4 0.6 1.5 1.9 1.8 1.8
野菜 5.7 4.8
7.3 7.1
5.8 6.3 6.5 4.9
果物 1.5 1.9 0.7 0.9 1.5 1.8
飲料 1.6 1.6 1.7 1.0 0.8 1.4 0.2 0.4
タバコ 1.2 1.0 0.8 0.6 4.6 3.7 3.4 2.9
その他 5.8 9.5 6.1 8.1 0.4 0.9 2.2 4.2
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る） 、 「良好な」水源がある世帯は三一 ・二％、燃料に薪や炭を使っている世帯は九六 ・七％にも達するのである（都市では、電化率七一 ・ 六％、 「良好な」水源がある世 六七 ・九％、燃料に薪や炭を使っている世帯は五七 ） 。食料以外の支出項目では、特に農村部において非常に貧困な生活を強いられてい ことがわかる。それは、市場為替レート換算での低所得水準からして、当然のことで あろう。●結論と追記
　結論を強いて一言でいうならば、次のよ
うになろう。ミャンマーは一九八八年以降の「市場自由化政策」を経過しても なおかつ市場化は不完全であり 特に食料部門で国内価格は国際価格よりも非常に低 構造が維持されている。その結果、食料摂取という点ではかなり満足できる水準 維持しており、社会の最低辺にいる農村土地なし農業労働者層 も、インドやバングラデシュの農業労働者層よりも栄養摂取が高い。そして一つには、そういう構造の存在ゆえに、ミャンマーの軍政は、二〇年も生き延びることができたのではない と考えられるのである。
　ただし、国民の非食料支出は、社会主義




の天然ガス輸出の激増の影響ではなかろうか。天然ガス輸出の激増のために、実質替レートが大幅に上昇し、農業労働者 賃金率も、インドやバングラデシュ並みの一日当たり一～一 ・ 五ドルへと上昇し 。 ミンマーではおそらく、天然ガス以外 輸出品目の国際競争力が落ち、大きな打撃を受けていると思われ、 また、 縫製（
garm
ent ）
産業も賃金率高騰で、苦戦を強いられている可能性が高い。い ゆる「オランダ病」がミャンマーを襲っているように思われるのであ 。
（ふじた 　こういち／京都大学東南ア
ジア研究所教授）
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